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産学交流 研究開発施設（新施設）の概要について1

施設整備スケジュール4

     新産業創造    条例 改正 向  方向性    2

新施設外観イメージ●産学交流・研究開発施設（新施設） は、「創造のもり」
事業の集大成となる本市のオープンイノベーション拠点
施設（PPP手法により大和ハウス工業㈱が整備）
●現在、設計作業中であり、延床面積約27,000㎡、
鉄骨造、地上5階 地下1階建
●公共施設部分は1階の一部、2階
民間施設部分は1階の一部、地下1階、3 5階
（新施設平面図参照）

●市は、公共施設部分を買い取り、KBIC・NANOBICと
合わせ三棟一体 公 施設   管理 運営
●大和ハウス工業㈱は、民間施設部分等 管理 運営

①共同研究に係る事業内容の明確化
・「産学交流・研究開発施設整備基本計画」（平成26年５月策定）に基づく、
「研究資源の連携・交流の結節点」、「オープンイノベーションの拠点」という役割を踏まえて、
共同研究の促進に向けた事業実施に係る内容の明確化を図るもの
②新施設 居室（公共施設部分） 利用料 設定
・新施設の利用料については、KBIC・NANOBIC 利用料や
近隣          施設 賃料等を参考にして設定を行うもの

※条例改正案については、平成29年2月定例会に上程予定
※パブリックコメント手続については、条例の改正内容が、パブリックコメント実施手続済
（平成２６年度）である同基本計画を踏まえた本文改正及び利用料設定に係るものであること
から、同手続の適用除外となるため実施しない。
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新川崎・創造のもり 産学交流 研究開発施設（新施設）の整備について 資料資 料

※新施設面積表（平成28年11月時点）
※B1F 地下駐車場 3 5階の研究・オフィス
     民間施設部分

※平面図、面積表ともに、設計中の資料のため、今後、内容が変更となる可能性があります。

研究・オフィススペース（インキュベーション機能） 約3,500㎡
大会議室・ホワイエ 約800㎡
飲食・物販スペース 約500㎡
交流     通路等 約1,400㎡
その他施設(エントランスホール等) 約1,100㎡
研究         （長期入居可能） 約10,900㎡
通路等 約5,700㎡
その他施設(エントランスホール等) 約3,100㎡

施設合計
約27,000㎡

公共施設
部分

民間施設
部分

約7,300㎡

約19,700㎡

新施設の施設配置について3
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※50 130㎡程度 
スペースを約40室整備

※新施設平面図（平成28年11月時点）
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新川崎・創造のもり 産学交流 研究開発施設整備事業について

産学交流 研究開発施設整備基本計画（平成26年5月策定）について1 産学交流 研究開発施設 事業        2
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＜連携 交流 結節点     ＞

新川崎・創造のもり地区
（約60,000㎡）

ユニキャリア㈱

富士通㈱次期事業地区
（うち約9,200㎡）

創造のもりのさらなる機能の強化と現状
 不足機能 補完を行い、新川崎発のイ
ノベーション創出を目指すため、第３期第２
段階事業として、次期事業地区（約9,200

㎡）に 産学交流 研究開発施設  整備し
ます。

産学交流 研究開発施設 果  役割
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○基盤となる共通技術は、情報を開示し、共同研究に取り組みつつ、応用技術は、情報
管理を徹底し、独自 開発 取 組     協力関係   競争関係  共存 実現し
ます。

○「創造のもり」での産学連携・産産連携の基盤を発展させ、市内     企業 技術力
 掛 合   次世代 試作開発技術 有  企業等 立地 促進し、オープンイノ
ベーションによる、ライフサイエンス分野等での技術開発や、製品の試作開発拠点として
の役割を果たします。

○先端産業のさらなる立地促進を図るため、大規模な設備投資等を伴う、先端科学技術
分野の企業等が入居可能な研究開発スペースの整備を行います。また、多様な実験環
境等に対応したインキュベーションスペースの整備を行います。

○産学連携・交流を促進するため、国際会議やシンポジウム等にも対応可能な多目的会議
スペースの整備を行います。

○研究開発を支えるアメニティ（食堂・カフェ等）の充実を図り、研究者の日常的な活動を
支援します。また、こうした研究者が集い、憩う空間から、研究者間の日常的な交流を
生み出し、異業種・異分野間の融合からの独創的な研究開発の創出を促進します。

研究・オフィススペース
（インキュベーション機能）［約3,500ｍ２ ］

産学連携 交流    
[大会議室 交流    等]

市民間事業者（定期借地）
①事業用定期借地権設定 事業用地 約9,200㎡（土地所有者 市）

研究         （長期入居可能）
［約10,900ｍ２］

アメニティスペース
［飲食・物販スペース ］

⑤ 民間施設   他施設(約19,700㎡)の管理 運営 ④ 公共施設(約7,300㎡)の管理 運営

その他施設

② 施設全体(約19,700㎡)の設計、建設

③ 公共施設(約7,300㎡)の買取

利用許可

①事業用定期借地権契約の締結

地代
③竣工後、公共施設及び

その他施設（市持分）を一括買取

公共施設及び
その他施設（市持分）を引渡し
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産学交流 研究開発施設整備 経過3

①事業用地 事業用定期借地権 設定  民間事業者 貸 付 
②民間事業者   施設 設計 建設を実施
③中小企業・ベンチャー企業をメインとしたインキュベーション機能としての研究・オフィススペース、
大会議室、飲食・物販スペース等を、創業支援の強化等及び民間事業者との適切なリスク
分担設定の観点から、本市が取得

④市買取部分については、公共施設   指定管理者制度   管理 運営を実施
⑤大企業の研究開発部門等をメインとした研究・オフィススペースは、民間事業者が建設後も
引き続き、民間施設   管理 運営を実施

平成26年5月 パブリックコメントの結果を踏まえ、新川崎・創造のもり 第3期第2段階事業
産学交流・研究開発施設整備基本計画を策定

平成26年12月 新川崎・創造のもり 第3期第2段階事業 産学交流・研究開発施設整備に

係る募集要項素案等の公表

平成27年6月 入札公告

平成27年9月 入札参加者の辞退による入札中止

平成28年3月 再入札公告

平成28年6月 落札者決定（大和ハウス工業㈱・大和ライフネクスト㈱）
平成28年8月 基本協定書締結

平成28年10月 事業契約書締結

②設計・建設

※新川崎・創造のもり地区がある新川崎地区全体の従業者数は、
約18,000人と推計

参考資料１



新川崎・創造のもり地区の概況

新施設
9,200㎡

Ｋ棟
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Ｏ棟
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研究棟

クリーンルーム棟

さいわい
ふるさと公園

ＫＢＩＣ

新川崎地区ネットワーク協議会の活動

ＮＡＮＯＢＩＣにおける産学連携支援

第1段階 市内産業振興ゾーン

第2段階 先端産業立地促進ゾーン

Ｋ２タウンキャンパス

ＫＢＩＣ

ＮＡＮＯＢＩＣ

第1期事業
Ｋ２（ケイスクエア）タウンキャンパス
平成12年7月開設
慶應義塾大学の先導的研究施設で、最先端の
研究開発を実施
13研究プロジェクト、2教育プログラムが入居

第2期事業
かわさき新産業創造センター「ＫＢＩＣ」
（ケービック）平成15年1月開設
ベンチャー企業の入居スペースと専門家による
支援メニューを提供するインキュベーション施設
23社、4研究室、4大学が入居
オープン以来、90％以上の入居率を維持

第3期第1段階事業
ナノ・マイクロ産学官共同研究施設「ＮＡＮＯＢＩＣ」（ナノビック）
平成24年4月開設
ナノ・マイクロ(※)技術分野の最先端の研究開発から製品化までを一気通貫で行うことが可能で、人材、技術、
最先端の研究機器等を集積させた高度なファブリケーション施設
超微細加工や計測を行うため、微小なほこりを排した約750㎡の大型クリーンルーム(クラス100、クラス
10000)を完備
慶應、早稲田、東工大、東大からなる4大学のナノテクコンソーシアム、日本ＩＢＭ東京基礎研究所・東京大
学の共同研究プロジェクト他、ナノテク関連企業等5社が入居
※ナノは、10億分の1を表す単位、 マイクロは100万分の1を表す単位

平成24年度に新川崎地区内の企業・大学を中心とした産学連携、産産連携
を目指す組織「新川崎地区ネットワーク協議会」が発足し、活動を開始して
おり、新川崎地区において、産学連携基盤の形成が進んでいます。
会員数 企業44社、大学、関係機関

科学の面白さや楽しさを体感できる子ども向け科学イベント
「科学とあそぶ幸せな1日」は、創造のもり一帯を活用し、
Ｋ タウンキャンパス、川崎市、及び「創造のもり」内外の
企業や団体が協力して開催しています。（毎年9月頃開催）
平成28年度開催実績 参加者約1,300人

「ＮＡＮＯＢＩＣ」では、インキュベーションの他、産学連携支援、4大学が
保有する世界最先端の研究機器を企業等に開放、技術指導を行うなど、市内
事業者のものづくり技術の高度化支援に取り組んでいます。

○新川崎地区は、日本電産（株）中央モーター基礎技術研究所や、ユニキャリア(株)本社・研究所（平成27年8月オープン）等の立地も進み、先端技術の研究開発に取り組む企業・大学の集積がさらな
る進展（推定就業人口約1万8,000人）
○E地区内のパイオニア(株)本社・研究所が平成28年3月で市外に移転し、同施設に富士通(株)が入居
○新川崎地区内の企業・大学を中心とした連携組織「新川崎地区ネットワーク協議会」（会長 元山義郎 三菱ふそうトラック・バス（株）副社長、会員数 企業44社、大学、関係機関）の活動など、
新川崎・創造のもりを拠点とした、活発な産学・産産連携活動を推進

Ｄ地区 新川崎・創造のもり

4大学の先端研究機器
共同利用

共同研究の推進

ナノ・マイクロ技術支援
講座等の実施

コーディネーターによる
技術支援・連携支援

4大学のクリーンルームと最先端の研究機器
（左からクラス100、クラス10000） 「キングスカイフロント」の

ライフサイエンスの取組

ドラッグ
デリバリーシステム

エネルギー効率が高い
太陽電池

絆創膏チップ 医療診断チップ

「ナノ茶論」
大学の研究者と
企業の定期交流会

会員企業、研究開
発拠点等の見学会

会員企業イベント
の地域開放

「さいわい
トライサイエンス」
地域の子ども向け
科学イベント

㈱テレカルト

㈱ミツミネ電子

春日電機㈱

㈱東計電算

㈱ショウエイ

日本電産㈱
中央モーター基礎技術研究所

共進精機㈱

エイヴィエルジャパン㈱

Ａ地区立地企業

Ｂ地区

Ａ地区

Ｃ地区

Ｄ地区

Ｆ地区

ＮＡＮＯＢＩＣ

Ｋ２タウンキャンパス

４大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアム

入居企業・市内企業

新川崎・創造のもりの役割

ベンチャー支援と産学連携による産業イノベーション拠点

新川崎地区を中心とする企業、大学等の連携・交流拠点

子どもたちが科学・技術とふれあい、夢を育む創造拠点

富士通(株)

三菱重工フォークリフト＆
エンジン・ターボＨＤ(株)

Ｅ地区

・三菱重工フォークリフト＆
エンジン・ターボＨＤ(株)

・ユニキャリア(株)

(平成28年11月1日現在) 参考資料２


